
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャットミュージックカレッジ専門学校 専門課程 
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（単位：円）

資産の部

科　　目 金　　額

　固定資産 3,329,393,355
　流動資産 1,539,580,065

資産の部合計 4,868,973,420

負債の部

科　　目 金　　額

　固定負債 58,733,000
　流動負債 647,670,713

負債の部合計 706,403,713

純資産の部

科　　目 金　　額

　基本金 4,730,541,515
　繰越収支差額 △ 567,971,808

純資産の部合計 4,162,569,707

科　　目 金　　額

負債及び純資産の部合計 4,868,973,420

貸借対照表

令和３年３月３１日



（単位   円） 

残　　高

( 639,074,560 )

( 5,057,000 )

（ 3,000,000 ）

（ 3,000,000 ）

（ 7,880,954 ）

( 4,041,108 )

( 662,053,622 )

( 367,505,610 )

( 148,366,425 )

( 124,677,761 )

( 640,549,796 )

21,503,826
( 395,803 )

( 0 )

395,803
（ 512,030 ）

（ 0 ）

512,030
△ 116,227
21,387,599

( 0 )

( 0 )

0
( 4 )

( 0 )

4
△ 4

21,387,595
△ 58,764,000
△ 37,376,405

△ 535,555,453
4,960,050

△ 567,971,808
（参考）

662,449,425
641,061,830

寄 附 金

付 随 事 業 収 入

手 数 料

事業活動収支計算書

自　令和２年４月　１日

至　令和３年３月３１日

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　目

学 生 生 徒 等 納 付 金

教 育 活 動 支 出 計

管 理 経 費

教 育 活 動 収 入 計

人 件 費

教 育 研 究 経 費

雑 収 入

教 育 活 動 外 収 入 計

借 入 金 等 利 息

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出

教 育 活 動 外 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額

教
育
活
動
外
収
支

受 取 利 息 ・ 配 当 金

そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入

資 産 処 分 差 額

そ の 他 の 特 別 支 出

特 別 収 入 計

特 別 支 出 計

教 育 活 動 外 収 支 差 額

経 常 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額

そ の 他 の 特 別 収 入

特 別 収 支 差 額

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額

基 本 金 組 入 額 合 計

当 年 度 収 支 差 額

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

基 本 金 取 崩 額

経 常 費 等 補 助 金

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部



財産目録

令和3年3月31日

Ⅰ 資産総額 円

内 基本財産 円

運用財産 円

Ⅱ 負債総額 円

Ⅲ 正味財産 円

区分 金額

資産額

１　基本財産

土地 ㎡ 円

建物 ㎡ 円

教育研究用備品 点 円

その他 円

２　運用財産

現金預金 円

その他 円

資産総額 円

負債額

１　固定負債

長期借入金 円

２　流動負債

その他 円

負債総額 円

正味財産（資産総額－負債総額） 円

58,733,000

647,670,713

706,403,713

4,162,569,707

1,539,385,665

135,205,152

4,868,973,420

10,071.61 1,263,079,218

682 59,037,315

591,554

4,868,973,420

3,194,382,603

1,674,590,817

706,403,713

4,162,569,707

3,001.53 1,871,674,516



令和２年度 事 業 報 告 書 
 

１．法人の概要 

（１） 設置する学校 

キャットミュージックカレッジ専門学校と、大阪アニメーションカレッジ専門学校の 

２校を設置する。 

 

（２） 設置する学校の学科 

① キャットミュージックカレッジ専門学校 

《 専門課程 》 

  【昼間部】 

● 総合学科 

● ミュージシャン学科 

● ダンス学科 

● 音楽技術学科 

● 楽器ビジネス学科 

       

     《 別科 》 

【昼間部】 

● 専攻科 

● ミュージックカレッジ科 

キャットエンタテインメントスクール 

   リトルキャット 

 

② 大阪アニメーションカレッジ専門学校 

 《 専門課程 》 

【昼間部】 

● 総合学科 

● 声優学科 

● アニメーション学科 

● マンガ・イラスト学科 

 

     《 別科 》 

【昼間部】 

● ＩＴ技術コース 

● クリエイター専攻コース 

 

 

 

 



（３） 入学定員と入学者数の状況 

 

① キャットミュージックカレッジ専門学校 

                               令和２年５月１日現在 

課  程 学  科 
修業 

年限 
入学定員 入学者数 備考 

文化・教養 

専門課程 

総合学科 

２年 

30 名 29 名 

昼間 

ﾐｭｰｼﾞｼｬﾝ学科 40 名 35 名 

ダンス学科 30 名 23 名 

音楽技術学科 50 名 41 名 

楽器ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 15 名 10 名 

合 計 165 名 138 名  

 

② 大阪アニメーションカレッジ専門学校 

令和２年５月１日現在 

課 程 学  科 
修業 

年限 
入学定員 入学者数 備考 

文化・教養 

専門課程 

総合学科 ３年 10 名 5 名 

昼間 
声優学科 

２年 

70 名 50 名 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ学科 25 名 20 名 

ﾏﾝｶﾞ･ｲﾗｽﾄ学科 30 名 33 名 

合 計 120 名 108 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 教職員の状況 

①  キャットミュージックカレッジ専門学校 

令和２年５月１日現在 

区 分 専 任 兼 任 計 

校  長 ０ １ １ 

教  員 ３１ ６３ ９４ 

助  手 ３ ３２ ３５ 

事務職員 ５ ０ ５ 

校  医 ０ ０ ０ 

計 ３９ ９６ １３５ 

 

①  大阪アニメーションカレッジ専門学校 

令和２年５月１日現在 

区 分 専 任 兼 任 計 

校  長 ０ １ １ 

教  員 ２１ ４４ ６５ 

助  手 ４ ７ １１ 

事務職員 ０ ０ ０ 

校  医 ０ ０ ０ 

計 ２５ ５２ ７７ 

 

 

（５） 役員（令和３年３月３１日現在） 

 

理事長  鈴木 雅文 

理 事  石角 公宏 

理 事  美根 宏史（学校長） 

理 事  城 将敏 

理 事  杉若 彰一 

理 事  高砂 吉孝 

監 事  川中 義裕 

監 事  濱口 佳工 

 

 

 

 

 

 



２．事業の概要 

   学校を取り巻く環境は、新型コロナウイルスの影響により雇用・所得環境が急変し、経済状況が

悪化していく中、引き続き構造的要因に起因する少子化の影響、さらには専門技術を持つ大学生を

育てるために、職業教育に絞った新しい大学が創設されるなど、更に厳しい状況にあるということ

ができます。 

特に、近年大学が今までとは違って、業界に直結する形で専門分野において特色を出して生き残

りを図っているなか、私ども専門学校業界におきましては、より一層業界と直結し特色を持った学

校運営をおこなうことが喫緊の課題となっております。 

   上記のような状況の中、本学園は、個性・才能・技術を生かしていく学校であるため、学生一人

ずつと向かいあってエンタテインメント業界で活躍する人材は勿論のこと、社会人として自立でき

るような教育を行ってまいりました。 

 

（１） キャットミュージックカレッジ専門学校 

音楽業界直結の教育システムを採用し、長年の実績に培った教育カリキュラムを用いた教

育をおこなう一方、外部の著名講師を招いて実施しております。 

さらに、第一線で活躍中のアーティストによるクリニック、社会の現場での実務経験を通

して生きた技能を身に着けるための企業研修制度など、音楽業界の人から直接学べる機会を

用意し、平成２６年３月３１日、本校の専門課程全学科が「職業実践専門課程」として文部

科学大臣により認定されました。 

「職業実践専門課程」とは、専門学校として初となる文部科学大臣認定の設置課程で、こ

れまでの専門課程以上に最新の技術や知識を身につけられるよう企業と密接に連携して、よ

り実践的な職業教育の質の確保に取り組む専門課程が「職業実践専門課程」として認定され

ております。 

また、文部科学省より進学意欲のある子どもたちを支援するため、「高等教育の修学支援

新制度（高等教育機関の無償化）」が令和２年４月から実施されました。その制度の対象機

関として、当校が要件を満たしているということが大学等における修学の支援に関する法律

第７条２項に基づいて確認され、認定されました。 

さらに、常任のレギュラー授業の講師は、音楽業界で活躍するプロがそろい、レベルの高

い授業を実施し、より音楽の実践現場に近い、密度ある教育を実施して頂き、業界にあった

人材の輩出をおこなってまいりました。 

そして、学生ひとりひとりの個性・才能・技術に的確に向き合えるようにするため、担任

制を強化して取り組んでまいりました結果、学生個々のニーズに応えることができ、高い進

級率を維持することができました。 

    就職につきましても、業界就職を希望する多数の学生が業界に進出することができました。 

 

（２） 大阪アニメーションカレッジ専門学校 

      開校１７年を経て多くの卒業生を輩出し、着実に業界とそのネットワークを広げてまいり

ました。 

      従来おこなってきております地域活動をさらに発展させる形で、各種地域のイベントに参

加する一方、引き続き近隣の小学校等で定期的に紙芝居を上演し、地域との密着を図ると共



に少年期の情操教育の一助として参加してまいりました。 

      さらに、第一線で活躍中の声優、アニメーター等による特別授業、業界の現場での実務経

験を通して生きた技能を身に着けるため、企業と連携した授業など、エンタテインメント業

界の人から直接学べる機会を用意し、平成３１年３月５日、本校の専門課程全学科が「職業

実践専門課程」として文部科学大臣により認定されました。 

      また、文部科学省より進学意欲のある子どもたちを支援するため、「高等教育の修学支援

新制度（高等教育機関の無償化）」が令和２年４月から実施されました。その制度の対象機

関として当校が要件を満たしているということが、大学等における修学の支援に関する法律

第７条２項に基づいて確認され、認定されました。 

      さらに多数の高等学校に対し本校講師を派遣するなど、高校生の多方面にわたる学生支援

を行うかたわら、埋もれている人材の発掘にも努めてまいりました。 

      一方、アニメーションの国際化を鑑み、中国・韓国などの主としてアジア圏の学生に門戸

を開き、国際的視野に立った人材育成にも努めてまいりました。 

      

このように、エンタテインメント業界を目指す人材を育成する学校グループとして、業界におけ

る特色を持ち、ＣＡＴグループとしての第二創世記の基礎づくりを行ってまいりました。 

 

今年度につきましては両校共に新型コロナウイルスが蔓延する恐れのある中、新学期が始まりま

したが、４月７日に発令された緊急事態宣言により日本全国の学校で休校を余儀なくされ、当校も

例外なく４月、５月は止む無く休校となりました。 

その休校期間中、リモートにて授業が可能となるよう準備を進め６月よりリモート授業を含め、

感染症対策を万全としながら授業が再開され、「安心・安全な学校」を目指し、教職員、学生を含

め、全員一丸となって対策しました結果、一度もクラスターを出すことなく令和２年度を終えるこ

とができました。 

次年度につきましてはワクチン接種が進み、世の中の状況が一変すると考えられるため、その時

に備え準備を進めてまいります。 

 

３．財務の概要等 

   財務の概要につきましては、財産目録・貸借対照表・資金収支計算書・事業活動収支計算書に記

載のとおりでありますが、概要につきましては、事業活動収支では法人傘下の両専門学校におきま

して、学生募集が少子化により減少し、学生生徒等納付金が６３９百万円となり、教育活動収入合

計が６６２百万円となりました。 

一方、支出につきましては、音響機器等を計上するなどの教育設備の充実を図りました結果、教

育活動支出の合計は６４０百万円となり、教育活動収支差額が２２百万円となりました。 

   また、貸借対照表では、建物が１,２３０百万円、教育研究用機器備品等９２百万円となり、借

入金につきましても５９百万円（前年対比マイナス５８百万円）となりました。また、期末現在の

純資産残高は、昨年対比２１百万円増加の４,１６２百万円となりました。 

令和２年度入学生については、キャットミュージックカレッジ専門学校、大阪アニメーションカ

レッジ専門学校共に学生募集が厳しくなっており、学生数の増加が見込みにくい状況でありました

が、令和３年度の募集につきましては若干の回復の兆しが見受けられます。このままの勢いを保持



しながら現在掲げている目標数字に向かって達成できるよう、教職員全員一丸となり、教育活動収

入増加に努力するとともに、教育活動支出面におきましては合理的に支出し、学校の安定的な基礎

維持のため、一定部分の収益確保を目指して健全な学園運営を行ってまいりたいと存じます。 

 

４．むすび 

   学校法人 大阪創都学園は３３年となり、教育産業を担うものとして末永く学校運営をおこなっ

ていくことを最重要の課題として考えており、その中でキャットミュージックカレッジ専門学校及

び大阪アニメーションカレッジ専門学校はＣＡＴグループの中核の専門学校として、充実した学校

教育を行う一方、業界の希求する次世代のクリエイティブな人材を育成することを目的とするエン

タテインメントの専門学校グループとして事業展開してまいりたいと考えております。 

   学生及び保護者並びに債権者の皆様におかれましては、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願

い申し上げます。 

以上 




